
『三
天
正
法
経
』
考

石

井

昌

子

は
じ
め
に

『三天正法経』考

(1

)

本
稿

は
六
朝
期
道
教

上
清
派

の
経
典

研
究

の

　
環

で
あ
る
。

こ
れ
ま

で
、

『三
洞
奉
道
科

誠
儀
範
』

(略
称

『科
誠
儀
範
』
)

の

「
経
目
」

に

著
録

さ
れ
て

い
る
経
典

と
、
現
行
道
蔵
本
所
収

の
同
名
或

は
類
似

し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
経
典
と

の
関
係
を
経
典
目
録
作
成

の
作
業
と
し

て

(
2

)

進
め

て
き
た
。
本
稿

は
そ

の

「
経
目
」

に
著
録
す
る

『上
清
除
六
天
三
天
正
法

一
巻
』

(略
称
経
目
本

『三
天
正
法
経
』
)

に

つ
い
て
考
察
す
る

も

の
で
あ

る
。

相
当
す
る
現
行
本

63

現
行
道
蔵
本

で
、

「
三
天
正
法

経
」

の
名

の
つ
く
経
典

は
、

『道
蔵
』

満
字
号
、
第
八
七
六
冊
所
収

の

『太
上
三
天
正
法
経
』

(略
称
、

現
行
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本

『
三
天
正
法
経
』
)

の

一
経
典

の
み
で
あ

る
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』
は

「清
虚
小
有

天
王
撰
」
と
あ

る
十

一
紙
よ
り
成

る
小
部

の
経
典

で
あ

る
。
内
容
か
ら
考
え

る
と
、
原
本
は
も
う

(
3

)

少

し
大
部

の
も

の
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
現
行
本
を
前
半
部
分
と
後
半
部
分

に
分
け

て
、
そ

の
経
典

の
成
立
を
考
察

し

て
い
る
研
究
者
も

お

る
が
、
現
行
本

は
原
本
と
比

べ
て
相
当

に
欠
落

し
て

い
る
個
所
が
あ

る
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
を
古
道
経

の
引
用
文
等

か
ら
補
う

こ
と

に
よ

っ
て

「
三
天
正
法
経
」
な
る
経
典

の
全
様

に
近
づ
く

こ
と
が
で
き

よ
う
。
本
稿

の
作
業
も

そ
の
件

を
目
標

の

一
つ
と
し

て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

ま
ず
現
行
本

の
内
容
を
紹
介

し
よ
う
。
冒
頭

に
以
下

の
よ
う

に
い
う
。

九
天
真
王
与
元
始
天
王
、
倶
生
始

無
之
先
、
天
光
未
朗
、
諺
積
未
澄
、
漠

津
無
涯
、
混
沌
太
虚
、
浩
汗
流
冥
、
七
千
余

劫
、
玄
景
始
分

、

九
煮
存
焉

、

一
黒
相
去
九
万
九

千
九
百
九
十
歳
、

(青
童
君
日
、
時
未
有
歳
月
、
九
無
既
存
、

一
先
箱

去
九
万
九
千
九
百
九
十
里
、

一
里
為

一
歳
也
)
、

清

光
{高
澄

、
濁
混
下
布
、
九
天
真
王
元
始

天
王
、
稟
自
然
之
胤
、
置
於
九

天
之
号
、

(九
天
真
王
元
始
天
王
、
始
皆
生
於
九
無
之
中
、
気
結
而
成

形
焉
)
、
九

無
玄
凝
成
於
九

天
図
也
、

日
月
星
辰
於
是
而
明
、

(皆
輪
運
周
於
九
天
之
境
也
)
、
便
有
九
真
之
帝
、

(青
童
君
日
、
九
真
者
、
九
天

之
清
黒
凝
成
九
宮
之
位
也
)
、
上
真
中
真
下
真
生
於
極
上
清
微
之
天
、

(清
微
之
天
是
始
兄
芝

澄
也
)
、
次
中
三
真
生
於
禺
余
之
天
、

(禺
余
之
天
是

元
蒸
之
澄
也
)
、
下
有

三
真
生
於
第

三
大
赤
天
、

(大
赤
天
是
玄
無
之
澄
也
)
、
三
号

既
明
、

三
元
夫
人
従
無
而
生

、
以
天
為

父
、
以

黒
為

母
、

故
号
太
素

三
元
君
、
此
各
以
無
自
然
之
孕
子
也
、
生
於
三
元
君
皆
女
子
之
号
、

(青
童
君
日
、
白
素
元
君
者
則
右
白
元
君
之
母
、
黄
素
元
君
者
則

黄
老
中
央
君
之
母
、
紫
素
元
君
者
則
左
元
英
君
之
母
也
、
虚
結
空
胎
愚
黒
而
生
也
)
、
各
置
宮
第

、
便
有
上
清
営
之
宮
、

(金
展
玉
童
三
千
人
、
西
華

玉
女
三
千
人
、
侍
給
三
元
夫
人
也
、
在
洞
房
宮
)
、
三
道
興
隆
挙
号
為
太
上
大
道
君

(註
略
)
。

つ
づ

い
て

「
六
天
之
治
」

に

つ
い
て
以
下

の
如
く
記
す

。

-

逮
至
黄
帝

、
置
立

生
民
、

(後
生
之
人
、
起
於
黄
帝
也
、
黄
帝
結
土
為
象
、
放
於
広
野
、
三
百
年
中
、
五
色
変
化
、
能
言
能
語
、
各
在

一
方
、
故
有
愴

秦
互
夷
蛮
差
之
類
也
、
五
姓
合
徳
、
亦
法
自
然
、
承
上
真
之
無
而
得
為
人
也
、
能
有
生
死
之
期
寿
命
之
会
、
若
有
骨
煮
係
真
、
便
為
不
死
得
補
上
仙
、
有

不
純
之
行
死
帰
土
也
)
、
蚕
以
元
無
五
色
衣
冠
、

(皆
稟
元
無
而
生
、
衣
以
五
練
之
衣
)
、
六
天
之
治
於
此
而
興
、
故
太
上
大
道
君
給
以
鬼
兵
、
使
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於

三
代
之
中
駆
除
悪
人
、

(青
童
君
日
、
黄
帝
生
民
、
各
興
殺
害
不
稟
自
然
、
使
天
無
憤
激
、
三
五
失
正
、
故
以
六
天
之
黒
、
使
謙
除
悪
民
、
善
行
精

勧
、
思
念
長
生
、
不
犯
三
官
則
為
種
民
、
当
授
真
経
也
)
。

そ

の
後
は
、
「
九
天
真
王
授
於
太
上
大
道
君
、
太
微
霊
都
娩
転
真
三
方
文
、
衆
書
真

籔
以
制
六
天
三
天
之
法
」
と

い
い
、

つ
づ

い
て
、
「
三
天

九
微
玄
都
太
真
霊

錬
、
出
於
九

天
真
王
、
以
伝
太
上
及
三
天
玉
皇

、
元
始
天
王
以
授
西
王
母
、
霊
飛
太
真
太
上
丈
人
以
授
衆
仙
」
と
伝
授

の
系

譜

を
記
す
。

そ
し
て
、
太
上
大
道
君
、
九

玄
聖
君
、
上
相
青
童
君
が
瑳
宮
玉
殿

に
登
り
、
侍
女
衆
真

の
中

で

「神
鳳
之
章
九
霊
之
曲
」
を
歌

い
、
歌

い
お

(4

)

わ

っ
て
還

る
、

と
あ

る
。

こ
こ
ま

で
で
前
段

の
終

り
と

い

っ
た
内
容

で
あ

る
が
、
改
行
も
な
し

に

「清
虚
天
王
日
」

と
あ

っ
て
、
「
三
天
九
微

玄
都
太
真
陰
陽
霊
錬
」
を
受

け
る
時

の
状
況

を

の
べ
て

い
る
。

以

下
は

「
太
上
告
後
聖
君
日
」
と

し
て

「
三
天
正
法
除

六
天
之
文
」

の
受
授

に

つ
い
て
述

べ
る
。

最
後

は
以
下

の
よ
う

に
記
す
。

上
清
除
六
天
之
文

三
天
正
法
、
後
聖
君
受
太
上
、
清
虚
小
有
天
王
撰
集

上
仙
真
錬
、
総
名
為
六
天
文

三
天
上
真
正
法
、
以
捕
万
鬼
収
束
衆

邪
、
七
百
年

三
伝
、

一
百
年
有
其
人
聴
再
授
、
朱
青

繰
三
十
尺
為
要
信
、
青
布
四
十

三
尺
為
密
誓
、
金

銀
五
双
為
指

天
大
誓
、
男
受
投
文

不
祭
、
女
受
当
祭
、
相
授
斎

三
日
或

七
日
、
又
於
斎
内
奉
有
経
之
師
、
好
金
十
両
為

通
神
之
信
、
泄
閉
不
従
科
條
者
、
七
世
獲
考
如
四
極

科
法
、
侃
書

不
経
陰

無
、
陰
無
濁
掩
則
身
受
狭
大
罪
、
身
後
為

下
鬼
、
奉
之
如
法
必
登
上
清
、
八
皇
以
此
為
秘
、
仙
券
有
者
太
陰
書
名
玉

簡
。

以
上

が
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

の
概
略

で
あ

る
が
、
次
項

の
古
道
経

の
引
用
文
と

の
関
係
を
考
察

し
て

い
く
過
程

で
、
も

つ
と
明
ら
か
に

な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。



亀

ss

二

古
道
経
の
引
用
文
と
現
行
本
の
関
係

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(8

)

引

用
文

の
あ

る
古
道

経

は
、

『真

詰
』

『無
上

秘
要
』

(略

称

『秘
要
』
)

『三
洞
珠

嚢
』

(略
称

『珠

嚢
』
)

『上
清

道
類
事

相
』

(略
称

『事

(
9

)

(
10
)

(
11
)

(略
称

『義
枢
』
)

相
』
)
『道
教
義
枢
』

(略
称

『伝
授
三
洞
経
』
)
『元
始
元
量
度
人
上
品
妙
経
四
注
』

(略
称

『伝
授
三
洞
経
戒
法
鎮
略
説
』

(
2ユ
)

(13

)

(
14
)

『
元
量
度
人
経
』
)

『雲
笈
七
籔
』

(略
称

『七
籔
』
)

『上
清
偲
符
文
五
券
訣
』

『太
平
御
覧
』

(略
称

『御
覧
』
)

の
十
経
典

で
あ

る
。
引
用
文
と

現
行
本

の
比
較
対
照
を
す
る
に
あ
た

っ
て
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
が
見
当
た
ら
な

い
引
用
文

に

つ
い
て
は
、
す

べ
て
記

す

こ
と

に
し
た
。
現
行
本
と
原
本
と

の
関
係
も

一
そ
う
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
引
用

が
経
名

の
み
の
も

の
も
、
そ

の
前
後

を
記
し

て
お
く
。
所
在

の
表
記

は
、
巻

・
紙
数

・
表
裏

・
行

と
し
巻

二
第
十
紙
表

三
行
は

2
/

10

a
3
の
よ
う

に
示
す
。

《真

誰

》

①

5
/

2

a
6む

　り

　

む

む

む

む

　り

　

君

日
、
道
有
除
六
天
之
文
三
天
正
法
、
在
世

。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ

る
。
経
目
本

『
三
天
正
法
経
』

『真
詰
』

の
引
用
は
以
上

の

一
個
条

の
み
で
あ

る
。

《
秘
要
》

①

6
/

2
b

2

～

4
b

3

(劫

運

品
)

の
名
称
と

】
致
す

る
。
「
在
世
」
と
あ
る
か
ら
世

に
流
布

し

て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
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道

日
、
天
関
在

天
西
北
之
角

、
与
斗
星
相
御

、
北
斗
七
星
則
天
関
之
綱
柄
、
玉
農
之
華
蓋

、
梵
行

九
天
十

二
辰
之
気
、
斗
綱
運
関
則
九
天

並
転
、

天
有

四
候
之
門
、
九
天
合

三
十
六
候
、

一
昼

一
夜
則
斗
綱
運
関
経

一
候
之
門
、
昼
夜

三
十
六
日
則
経
三
十
六
候
都
土見
、
三
十
六
候

寛
則
是
九
天

一
転

、
三
百
六
十
輪
為
九
天

一
周

。

九

天

一
周
則
六
天
之
気
皆
還
上
上
三
天
、
三
天
改
運
促
会
以
催
其
度
、
三
千
六
百
周
則
為
小
劫
交

。

も
小
劫
交
則
九
気
改
正
、
万
帝
易
位

、
民
亡
鬼
滅
、
善
存

清
治
、
⊥
ハ
合
寧

一
、
九
千
九
百
集
為
大
劫
終
。

大
劫
終
則
九
天
数

尽
、
六
天
運
窮

、
六
天
欲
窮
則
気
激
於

三
五
、
華
妖
凶
横
、
因
時
而
行
放
毒
威
民
、
此
皆
運
窮

、
数
極
乗
機
而
鼓
、
以

致
於
此
地
機
在
東
南
之
分
、
九
泉
之

下
則
九
河
之

口
、
吐
翁
之
霊
機
、
上
通
天
源
之
淘
、
注
肇
呑

九
洞
之
淵
奥

、
十

二
時
紀
推
四
会
之
水

東
廻
、

一
昼

一
夜
則
気

盈
、
気
盈
並

湊
九
河
之
機
、
昼
夜
三
十

三
日
機
転
西
北
、
玄
洲
仙
伯
開

天
、
万
仙
真
書
東
海
小
童
以
授
得
道
入
、

毘
脊

塘
台
霊
飛
天
真
太
上
大
夫
以
授
衆
仙
、
得
道
者
蓬
莱
高
上
真
書
玄
成
清
天
上
皇
上
皇

以
伝
奪
封
。

右
出
洞
真
三
天
正
法
経

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所

は
見
当
た
ら
な

い
。

『七
籔
』

の

「劫
運
」

の
項

に

「上
清

三
天
正
法

経
云
」
と
し

て
、
同
内

容

の
文
が
引
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
後

に
、

『秘
要
』

の
引
用
文
と
対

照
し
考
察

す
る
こ
と

に
し
た

い
。

②

22
/

1
b

9
/

10

(三
界
宮
府
品
)

六
合
紫
房

　

　

　

　

右
太
上
秘
三
天
正
法
於

其
内

。

経
名

の
み

の
引
用

で
、
「
三
天
正
法
」

が

「
六
合
紫
房

に
秘
さ
れ

て
い
る
」
と

い
う
内
容

で
あ

る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

中
に
は
、

「
六
合
紫
房
」

な
る
語
は
見
当

た
ら
な

い
。

③

30
/

7
b
6
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(経
文
出
所
品
)

む

む

　

　

三
天
正
法
乃
与
元
始
倶
生
太
上
所
受
。

「右
出
玉
堀
金
錨
太
極
金
書
」
と
あ
る
。
経
名
の
み
の
引
用
で
あ
る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』
に
い
う
内
容
と

一
致
す
る
。

④

31
/
10
b
3
～
11
b
2

(遇
経
宿
分
品
)

凡
名
参
上
清
金
書
玉
錬
者
得
見
太
上
衆
文
鎮
。

凡
名
参
太
極
白
簡
青
文
者
得
見
除
六
天
文
三
天
正
法
。

凡
名
参
方
諸
玄
素
紫
名
者
得
見
太
微
霊
都
娩
転
真
文
。

凡
名
参
金
閾
玉
名
者
得
見
九
老
仙
都
玄
流
紫
極
元
君
真
書
。

凡
名
参
太
清
玉
籍
緯
名
者
得
見
清
和
宮
天
帝
君
真
書
。

凡
名
参
太
素
瑳
簡
金
字
者
得
見
紫
微
玄
宮
玉
帝
飛
天
真
書
。

凡
名
参
玄
都
丹
台
白
玉
金
字
者
得
見
玄
洲
仙
伯
開
天
萬
仙
真
書
。

凡
名
参
南
極
丹
文
紫
鎮
者
得
見
毘
喬
塘
台
飛
天
真
文
。

凡
名
参
玄
宮
青
金
赤
書
者
得
見
蓬
莱
高
上
真
書
。

凡
名
参
三
元
宮
琳
札
青
書
者
得
見
天
帝
丈
人
黄
上
真
書
。

右
出
洞
真
三
天
正
法
経

引
用
文
の

「真
文
」
「真
書
」
の
名
称
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』
に
相
当
す
る
部
分

(10
a
4
～
b
8
)
が
あ
る
の
で
以
下
に
記
す
。

太
上
告
後
聖
君
日
、
得
侃
三
元
大
君
紫
文
者
、
給
玉
童
玉
女
各
十
二
人
、
侍
衛
侃
者
身
、
得
侃
衆
書
真
鎮
者
、
給
玉
童
十
人
、
侍
衛
楓
者

身
、
得
侃
太
微
霊
都
娩
転
真
三
方
文
、
給
直
符
三
十
人
玉
女
十
二
人
、
侍
衛
侃
者
身
、
得
侃
天
帝
君
皇
慾
真
書
、
給
玉
童
十
人
、
侍
衛
侃
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者
身
、
得
侃
太
上
元
君
真
文
、
給
玉
女
十
二
人
、
侍
衛
侃
者
身
、
得
侃
紫
微
玄
宮
玉
文
飛
天
真
書
、
給
玉
童
玉
女
各
二
十
四
入
、
侍
衛
侃

者
身
、
得
侃
蓬
莱
高
上
真
書
、
給
玉
童
十
二
人
、
侍
衛
侃
者
身
、
得
侃
天
帝
丈
人
黄
上
真
書
、
給
玉
女
百
人
、
知
吉
凶
、
得
侃
玄
洲
仙
伯

開
天
万
仙
真
書
、
給
玉
童
十
二
人
、
侍
衛
偲
者
身
、
得
侃
廣
生
太
真
五
嶽
兵
符
、
給
玉
女
十
二
入
、
侍
衛
侃
者
身
、
得
侃
元
始
天
王
真
書

出
有
入
無
、
又
給
玉
童
玉
女
各
十
二
人
、
侍
衛
侃
者
身
。

こ
の
引
用
文
に
は

「除
六
天
文
三
天
正
法
」
の
語
は
な
い
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』
に
は

「三
天
正
法
除
六
天
之
文
」
(5
a
2
)
「除

六
天
之
文
三
天
正
法
」
(11
a
5
)
と
し
て
み
え
る
。
引
用
文
中

「太
上
衆
文
鎮
」
「九
老
仙
都
玄
流
紫
極
元
君
真
書
」
「清
和
宮
天
帝
君
真
書
」

「毘
喬
塘
台
飛
天
真
文
」
が
現
行
本
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
原
本
に
は
引
用
文
の
よ
う
な
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

⑤

32
/
10
b
5
～
11
b
5

(衆
聖
伝
経
品
)

上
清
清
微
天
始
青
正
法
六
天
文
、
元
始
伝
九
天
父
母
万
始
先
生
、

三
天
真
書
、

一
名
金
陽
洞
霊
文
三
天
玉
章
、
所
出
伝
皇
上
先
生
、

太
上
衆
文
鑛
、
太
上
伝
金
闘
帝
君
、
三
元
玄
台
告
六
天
符
伝
太
上
玄
老
、

三
天
正
法
、
伝
欝
絶
真
王
、

三
天
九
微
玄
都
太
真
陰
陽
霊
鎮
上
元
章
、
太
帝
丈
人
受
之
於
太
虚
元
上
真
君
、

太
微
霊
都
宛
転
真
先
描三
法
文
、
九
天
真
王
以
授
太
上
丈
人
、

九
老
仙
都
玄
流
紫
極
真
元
君
、
受
之
於
三
天
玉
童
、
駆
虎
豹
符
、
九
無
丈
人
受
之
玄
私
陰
陵
上
帝
、
清
和
宮
天
帝
君
皇
熈
真
書
、
太
上
元

君
以
授
黄
軒
、
紫
微
玄
宮
玉
飛
天
真
書
、
太
清
元
始
王
以
授
西
王
母
、

送
我
与
我
同
光
履
行
五
嶽
群
仙
奉
迎
出
入
河
海
万
道
開
張
役
御
六
丁
旋
撮
五
行
三
天
有
命
蕩
除
万
凶
割
落
掃
稼
流
金
滅
狭
、
正
法
清
通
巌
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如
威
霜
、
華
精
奔
奔
龍
輿
昂
昂
、
流
青
翠
羽
飛
錦
羅
裳

、
所
向
所
之
靡
不
吉
昌
、
万
真
来
朝
齊
昇
玉
京
、
畢
引

蒸
三
十
六
咽
。

右
出
洞
真

三
天
正
法
経

こ
の
引
用
文

で
現
行
本

『
三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所
を
以
下
に
記
す

(
2
b
10
～
3

a
7
)
。

九

天
真
王
授
於
太
上
大
道
君
、
太
微
霊
都
娩

転
真
三
方
文

、
衆
書
真
鎮
以
制
六
天
三
天
之
法
、

(註
記
省
略
)
、
三
天
九
微
玄
都
太
真

霊
錬
、

出
於
九
天
真
王
以
伝
太
上
及
三
天
玉
皇
、
元
始
天
王
以
授
西
王
母
、
霊
飛
太
真
太
上
丈
人
以
授
衆
仙
。

引
用
文
と
現
行
本
と
を
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
原
本
な
る
経
典

か
ら

の
引
用

で
あ

っ
て
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

か
ら
の
引
用
と

み
る

こ
と
は
当

た

っ
て
い
な

い
と

い
え
よ
う

。

⑥

32
/

16

a
3
～
9

(伝
経
年
限
品
)

三
天
頒
文

、
三
天
元
始
秘
於
三
素
之
房
九
曲
環
室
、
千
年

一
伝

、

青
童
君
日
、
自
唐
之
後
得
此
文

、
乃
七
千
人
皆
得
駅
飛
龍
而
玄
昇

、
曼
鴻
翻
而
騰
翔
、
或
託
形
輪
化
潜
引
而

飛
空
也
、
如
此
不
可
具
記
、

依
三
天
格
制
、
七
百
年

一
出
。

右
出
洞
真

三
天
正
法
経

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所

は
見
当
た
ら
な

い
。

⑦

43
/

13

a
7
～
b

1

(論
経
品
)

洞
真

三
天
正
法
経

三
天
頒
文
、
凡
受
此
文
、
諦
之
於
別
室

、
千
偏
通
神
、
万
偏
通
真
、
通
神
則
与
神
交
言
、
逆
知
吉
凶
、
通
真
則
与
元
始
観
顔
、
入
水

不
沈
、

入
火
不
燃
、
経
災
履
厄
、
騰
景
三
清

。
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こ

の
文

は

『洞
真
三
天
正
法
経
』

の
訥

の
功
を
述

べ
て

い
る
も

の
で
あ
る
が
、

「
日
」
と
し

て

い
な

い
と

こ
ろ
か

ら
み
る
と
、
引
用
文
と

い

う

こ
と

に
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う

が
、
同
様

の
内
容
は
経
典

に
も
説

か
れ
て

い
る
は
ず

で
あ
る
。
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

は
訥

に

つ
い
て
説

く
個
所
は
見
当

た
ら
な

い
。

⑧

47
/

7
b
10
～

8

a
2

(受
法
持
斎
品
)

洞
真
除
六
天
之
文

三
天
正
法
経

　

　

む

　

　

右
男
受
投
書

不
祭
、
女
受
当
祭
不
投
書
、
皆
斎

七
日
或
三
日
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

11

a
10

・
b
1
に
相
当
し
、
「書
」

が

「文
」
、
「
不
投
書
、
皆
」
が

「
相
授
」

の
相
違

の
み
で
あ
る
。

⑨

65
/

8

a
3
～
b

7

(山
居
品
)

凡
修
六
天
之
文

三
天
正
法

、
遊
行
五
嶽
、
履
渉
川
沢
、
当
行
三
天
正

一
之
祝
威
凶
滅
試
召
霊
致
仙
之
法

、
登
山
之
初
当
先
於
山
外
、
叩
歯

九
通
、
閉
目
思
五
色
之
雲
勃
勃
、
四
会
掩
冠

一
山
及
我
身
在
雲
無
之
中
、
良
久
、
見

五
嶽
仙
官

及
山
形
林
木
草
沢
禽

獣
万
物
悉
来
朝

已
仰
、

祝

日
、

上
帝
出
遊
、
日
吉
時
良
、
玉
華
覆
蓋

、
太

一
扶
將
、
左
翼
白

元
、
右
輔
元
英
、
八
帝
九
真
、
陵

逢
履
昌
、
道
我
送
我
、
與
我
同
光
、
履
行

五
嶽
、
群
仙
奉

迎
、
出
入
河
海
、
万
道
開
張
、
役
御

六
丁
、
旋
摂

五
行
、
三
天
有
命

、
蕩
除
万
凶
、
割
落
掃
稼
、
流
金
滅
映
、
正
法
清
通
、

厳
如
威
霜
、
華
精
奔
奔
、
龍
輿
昂
昂
、
流
青
翠
羽
、
飛
錦
羅
裳
、
所
向

所
之
、
靡
不
吉
昌
、
万
真
来
朝

、
齊
昇
玉
京
、
畢
引
先
{一二
十
六
咽
。

右
出
洞
真
三
天
正
法
経

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所

は
見
当
た
ら
な

い
。

⑩

66
/

11

a
7
～
9
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(呪
請

品
)

む

　

む

む

む

む

む

む

又
叩
歯

三
十
六
通
、
此
為
三
天
正
法
祝
魔
神
方

、
常
能
行
之
則
神
兵
侍
衛
、
山

川
摂
精
、
千
妖
交
閉
、
万
邪
不
干
。

出
典

は

「右

出
洞
真
黄
素

四
十

四
方
経
」
と
あ

る
。
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所

は
見
当

た
ら
な

い
。

『七
籔
』

の

「
三
天

正
法
神
魔
神
第
十
」
中

の
文
と
同
文

で
あ
る
。
相
違
等

に

つ
い
て
は
、

『七
籔
』

の
引
用
文

に
お

い
て
考
察
す
る
。

『秘
要
』

の
引
用
は
以
上
十
個
条

で
あ

る
。
引

用
文

が
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
完
全

に
相
当
す

る
の
は
⑧

の
二
行

ほ
ど

の
引
用
文

で
あ

る
。
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

の
特
徴

で
あ
り
、
原
本
と

の
相
違

が
あ
る
こ
と
を
示

し

て
い
る
証

で
あ

ろ
う
。

《珠
嚢
》

①

6
/

5

a
2
～
9

(立
功
禁
忌
品
)

①

又

(大
玄
都
中
宮
女
青
律
)
云
、
凡
上
学
之
士
受
三
天
正
法

四
明
之
科
、
侃
帯
真
文
出
入
三
光
、
及
冥
臥
息
不
得
露
頭
、
不
著
巾
帽
、
及

脆
衣

露
形
、
殿
慢
身
神
、
恥
辱
真
文

、
令
真
霊
遠
逝
空
　
独
在
三
犯
、
不
得
入
仙
也

。
五
犯
死
入
地
獄
、
万
劫
還
生
不
人
之
道
也
。
又
云
、

　

凡
上
学
之
士
、
受
三
天
正
法

四
極
明
科
、
不
得
妄
入
滝
械
契
泣
悲
涙
吊
問
死
喪

、
五
犯
伐

功
断
事
不
得
入
仙
也

。
十
犯
死
入
地
獄
、
万
劫

還
生
不
人
之
道
也
。

こ

の
引
用
文
は

『大
玄
都
中
宮
女
青
律
』

か
ら

の
も

の
で
あ
る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
部
分
が
あ

る
の
で
以
下

に
示
す
。

①

の
部
分

(
9

a
5
～
9
)

太
上
告
後

聖
君

日
、
凡
受

三
天
正
法

、
侃
帯
真
文
出
入
三
光
、
及
冥
旺
臥
息

不
得
露
頭
、
不
著
巾
帽
、
及
脱
衣
露
形
、
殿
慢
形
神

、
恥
辱

真
文
、
令

貴
霊
遠
逝
空

　
独
在
、
犯
之
禁
奪
等
削
退
防
防
之
爵
、
学
者
慎
之
。

②

の
部
分

(
9

a
2
～
4
)

太
上
告
後

聖
君

日
、
凡
受

三
天
正
法
、
不
得
妄

入
掩
・稼
、
突
泣
悲
涙
、
弔
問
死
喪
、
犯
者
奪
削
退
防
真
之
爵

。
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現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
よ

る
と
、
こ

の
二
個
条
を
含

む
五
條
が

『
四
極
明
科
』

に
出
ず
る
こ
と
を
記
し

て
い
る
。

②

8
/

23

a
2
～
4

(相
好
品
)

　

む

む

　

又

(太
上
八
景
経
)
云
、
三
天
正
法
秘
於
九

天
之
上
玉
清
金
房
紫

戸
之
内
、
若
有
金
名
玉
字
紫
蔵
玉
髄
之
人
、
七
百
年
内
聴
得

三
伝
。

経
名

の
み

の
引
用

で
あ

る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』
と
内
容
か
ら
考
え

て
類
似

し

て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
が
、

「真
人
此
文
秘
太
上
霊

都
之
宮
、
刻
以
紫
為
簡

黄
金
為
文
」

(3

a
4
～

5
)
、

「
六
天
文
三
天
上
真

正
法
、
以
捕

万
鬼
、
収
束
衆
邪
、
七
百
年
三
伝
」

(
11

a
6
～
8
)

で
あ
る
。

③

8
/

31
b
10
～
32

a
2

(諸
天
年
号

日
月
品
)

む

　

む

む

む

三
天
正
法
経
有
上
皇
先
生
也
、
今
看
似
老
子
以
上
皇
元
年

下
為
周
師
者
、
定
是

天
上
後
之

上
皇
也
。

経
名

の
み

の
引
用

で
あ

る
。
内
容

の
面
か
ら
み
て
も
現
行
本

『
三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個

所
は
見
当

た
ら
な

い
。

④

9
/
1

a
4
～

2

a
6

(劫
数
品
)

上
清

三
天
正
法
経
云
、
天
円
十

二
綱

、
地
方
十

二
紀
、
天
綱
運
関
三
百
六
十
輪
爲

一
周
、
地
紀
推
機
三
百
三
十
輪
爲

一
度

、
天
運
三
千
六

百
周
爲
陽
勃
、
地
転

三
千

三
百
度
爲
陰
蝕
、
天
気
極
於
太
陰
、
地
気
窮
於
太
陽
、
故
陽
激
則
勃
陰
、
否
則
蝕
陰
、
陽
勃
蝕
天
、
地
気
反
天
、

地
気

反
乃
謂
之
小
劫
、
小
劫
交
則
万
帝
易
位
、
九
気
改
度

日
月
縮
運
、
陸
地
涌
於
九
泉
、
水

母
決
於
五
河
、
大
鳥
屯
於
龍

門
、
五
帝
受
會

於
玄
都

、
当
此
之
時
凶
稼
滅
種
善
民
存
焉
、
天
運
九
千
九
百
周
為
陽
蝕
、
地
転
九
千

三
百
度
為
陰
勃
、
陽
蝕
則
気
窮
於
太
陰
、
地
勃
則
気

謀
於
太
陽
、
故

陽
否
則
蝕
陰

、
激
則
勃
陽
、
陰
蝕
勃
則
天
地
改
易
、
天
地
改
易
謂
之
大
劫
、
大
劫
交
則
天
翻
地
覆

、
海
涌
河
決
人
倫
山
没
、

金
玉
化
消
六
合
冥

一
、
白

　
瓢
於
無
涯
、
孤
爽
悲
於
洪
波
、
大
鳥
掃
稼
於
霊
嶽
、
水

母
受
事
於
九
河
、
五
龍
吐
気
於
北
元
、
天
馬
匡
轡
以
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徒

魔
、
赤
鎖
伏
精
於
辰
門
、
歳
星
滅
王
於
金
羅
、
日
月
昏
騎
於
三
豪
之
館
、

五
気
停
量
於
九
嶺
之
上
、
龍
王
鼓
花
於
東
井
之
上
、
河
侯
受

対
於
九
海
之

下
、
聖
君
顕
駕
於
明
霞
、
五
帝
科
簡
於
善
悪
、
当
此
之
時

万
悪
絶
種

鬼
魔
滅
　

、
入
荒
四
極
万
不
遺

一
、
至
於
天
地
之
会
、

自
非
高

上
三
天
所
不
能
穰
、
自
元
青
鎮
白
簡
所
不
能

聡
也
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所

は
見
当
た
ら
な

い
が
、

『秘
要
』

の
引
用
文
①

の

「
天
円
十

二
綱
…
…
」

か
ら
最
後

の

「
六
合

冥

一
」
ま

で
に
相
当

し
、
文
字

の
相
違
が

二
一二
あ

る
の
み
で
他
は

一
致
す

る
。

⑤

9
/

2

a
6
～
ら

3
b
1

(劫
数
品
)

又
云
、
天
関
在
天
西
北
之
角

、
与
斗
星
相
御
、
北
斗
九
星
則
天
関
之
綱
柄
、
王
農
之
花
蓋
、
梵
行
九
天
十

二
辰
之
気
、
斗
綱
運
関
則
九

天

並
転
、
天
有

四
候
之
門
、
九
天
合
三
十
六
候
、

一
昼

一
夜
則
斗
綱
運
関
経

一
候
之
門
、
昼
夜
三
十
六
日
則
経
三
十
六
候
都
寛
、
三
十
六
候

寛
則
是
九
天

一
輪

、
三
百
六
十
輪
為
九

天

一
周
、
九
天

一
周
則
六
天
之
気
皆
還
上
上

三
天
、
天
改
運
促
会
以
催
其
度
、
三
千
六
百
周
則
為

小
劫
、
小
劫
交
則
九
気
改
正
、
万
帝
易
位
民
亡
鬼
滅
、
善
好
清
治
六
合
寧

一
、
九
千
九
百
周
為
大
劫
終

、
大
劫
終
則
九
天
数
尽
、
六
天
運

窮
、
六
天
運
窮
則
気
激
於
三
五
、
群
祇
凶
横
、
因
時
而
行
放
毒
滅
民
、
此
皆
運
窮
数
極
、
乗
機
而
鼓
以
至
於
此
也
、
地
機
在
東
南
之
分
、

九
泉
之

下
則
九
河
之

口
、
吐
翁
之
霊
機

、
上
通
天
源
之
陶
、
注
傍
呑
九
洞
之
淵

懊
、
十

二
時
紀
推

四
会
之
水
東

廻
、

一
昼

一
夜
則
気
盈
並

湊
九
河
之
機
、
昼
夜

三
十
三
日
機
転
西
北
廻
、
東
北
張
西
南
翁
、
張
則
溢
翁
則
庸
、
周
於
四
會

天
源
下
流
涌
波
是
為

一
転
、
三
百
三
十
転

爲

一
度

、

一
度
則
水

母
促
会
於
龍
王
、
河
候
受

対
於

三
天
、
三
千

三
百
度
謂
之
陰
否

、
陰
否
則
蝕
、
陰
蝕
水
涌
、
水
涌
河
決
山
倫
地
没
、

九
千
三
百
度
為
大
劫
之
終
、
陰
運
之
極
、
当
此
之
時
、
九
泉

涌
於
洪
波
、
水
母
鼓
於
龍
門
、
山
海
冥

一
六
合
坦
然
、
此
陰
運
之

寛
、
地
気

之
激
也

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所

は
見
当

た
ら
な

い
。
④

の
引
用
文
と
同

じ
く

『秘
要
』
引

用
文
①

の
冒
頭
か

ら

「
天
円
十

二

綱
」

の
前
文

に
相
当

す
る
。
文
字

の
相
違
が

二
一二
あ

る
の
み
で

一
致
す

る
。
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⑥

9
/

3
b
1
～
4
b
5

(劫
数

品
)

又
云
、
赤
精
開
皇

元
年
七
月
七

日
丙
午
中
時
、
登
琳
瑛
之
都
月
之
上
館
、
受
符
於
元
始
天
王
、
開
金
陽
玉
匿
、
玄
和
玉
女

口
命

出
皇
民
録

譜
、
自
開
皇
以
前

三
象
明
曜
以
來
、
至
干
開
皇
経
累
億
之
劫
、
天
地
成
敗
、
非

可
稔
載
、
九
天
丈
人
於
開
皇

葬
定

天
元
校
推
劫
運
、
白
簡

青
鎮
得
道
人
名

記
皇
民
譜
録
、
数
極
唐
尭
是
為
小
劫
、

一
交
其
中
損
益
有

二
十

四
万
人
、
応
為
得
者
自
承
唐
之
後
数
四
十
六
丁
亥
、
前
後

中
間
甲
申
之
年

乃
小
劫
之
会
、
人
名
応
定
在
此
之
際
陽
九
百
六
、

二
気
離
合
吉
凶
交

会
、
得
過
者
将
為
免
哉
、
然
甲
申
之
後
、
甲
申
之
前

、

其
中
壬
辰
之
初
数
有
九
、
周
至
庚
子
之
年

、
吉
凶
候
見
其
道
、
審
明
當
有
赤
星
見
於
東
方
、
白
彗
干
於
月
門
、
妖
子
続
党
於
虫

口
乳
群
填

　
於
越
川
人
啖
其
種
、
万
里
絶
煙
、
強
臣
稔
覇
、
弱
主
蒙
塵
、
其
後
当
有
五
霊
、
臼丙
瑞
義
合
本
根
龍
精
之
後
続
族
之
君
平
滅
四
虜
、
応
符

者
隆
龍
虎
之
世
三
六
乃
請
民
無
横
命

柞
無
危
患
、
自
唐
之
後
、
四
十
六
丁
亥
是

三
劫
之
周
、
又
従
数

五
十

五
丁
亥
至
壬
辰
癸
巳
是
也
、
則

是
大
劫
之
周
、
大
劫
之
周
天
翻
地
覆
、
金
玉
化
消
、
人
浦
山
没
、
六
合
冥

一
、
天
地
之
改
運
、
真
非
所
如
何
、
惟
高
上
三
天
、
白
簡
青
錬

乃
得
宴
鴻
翻
而
騰
翔
、
飛
宵
而
跨
目
耳
、
此
玄
和
玉
女

口
命
金
陽
玉
匿
論
天
地
之
成
敗
吉
凶
之
是
非
也
。

現
行
本

『
三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当

た
ら
な

い
。

『珠
嚢
』

の
引
用

は
以
上

の
六
個
条

で
あ
る
。
「
上
清

三
天
正
法
経
云
」
と
す
る
引
用
文
は
④
⑤
⑥

の
三
個
条

で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所

は
見
当

た
ら
な

い
。
し
か
し
、

『秘
要
』

の
引
用
文
①

と
④
⑤

が

一
致
す

る
。

こ
れ
ら

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

す

べ
て
の
対
照

が
終
了
し
た
時
点

で
検
討
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

《事

相

》

①

1
/

4

a
5

・
6

(仙

観

品

)
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上
清

三
天
正
法
経
云
、
清
微
館

三
天
頒
文
出
其
内
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。

②

1
/

4
b
7
～
9

(仙
観
品
)

三
天
正
法
云
、
九
玄
帝
君
謁
日
、
結
芒
太
霞
館
、
流
跨
無
窮
齢

、
又
青
童
君
謁

日
、
蕩
味
上
清
館

、
山豆
覚
有
余
滞
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所
あ
り
。
「九
玄
帝
君
又
称
名

而
歌
日
」

の
歌

の

一
部

(
4
b
1
)
と

「
上
相
青
童
君
又
称
名

而

歌
其
辞
日
」

の

一
部

(4
b
10
)
。
「
味
」
と

「沫
」

の
相
違

の
み
で
あ
る
。

③

2
/

11

a
4

・
5

(仙
房
品
)

む

む

む

む

又

(四
極
明
科
)
云
、
三
天
正
法
、
秘
於
九

天
之
上
玉
清
金
房
紫

戸
之
内

。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ
る
が
、
内
容

の
面
か
ら
み
て
も
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。

④

3
/

9

a
4

・
5

(宝
台
品
)

上
清
三
天
正
法
云
、
三
元
玄
台

六
天
符
在
其
位

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。

⑤

4
/

3
b
2
～
4

(瑳
室
品
)

上
清
三
天
正
法
云
、
烏

日
之
室

、
元
始
三
天
正
法
除
六
天
之
文

、
封
其
内
也

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。
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『事
相
』

の
引
用

は
以
上

の
五
個
条

で
あ

る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所

の
あ

る
も

の
は
引
用
文
②

の
み
で
あ
る
。

清
三
天
正
法

(経
)
云
」
と
す

る
①
④
⑤

の
引
用
文
は
す

べ
て
現
行
本

に
は
見
当

た
ら
な

い
。

《
義

枢
》

①

2
/

5

a
10

～

b

1

(三
洞
義

第

五
)

む

　

　

む

む

ムリ

む

　

む

　

諦
子
玉
斧

、
長
名
翻
、
字
道
翔
、
師
先
生
受
上
清

三
天
正
法
曲
素
鳳
文
三
十

一
巻
。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ
る
。

『義
枢
』

の
引
用
は
以
上

の

一
個
条

の
み
で
あ
る
。

「
上

《伝
授
三
洞
経
》

①

下
/

1

a
2
～
8

a
3

三
天
正
法
除
六
天
玉
文

道
日
、
吾
生
砂
奔
之
内

、
幽
幽
冥
冥
、
幽
冥
之
中
生
乎
空
洞
、
空
洞
之
内
生
乎
太
無

、
太
無
変
化
而
三

無
明
焉
、
三

無
混
沌
生
乎
太
虚

、

因
虚
而
立
洞
、
因
洞
而

入
無

、
因
無
而
生
有
、
有
生
而
立
空

、
空
無
之
化
虚
生
自
然
、
上
兄
州日
始
、
中

無
日
元
、
下
無
日
玄
、
玄
煮
所
生

出
乎
空

、
元
黒
所
生
出
乎

洞
、
始
無
所
生
出
乎
無

、
故

一
生
二
、
二
生
三
、
三
化
生
以
至
九
玄
、
従
九
反

一
乃
入
道
、
真
熊
清
成
天
、
津

凝
成
地
、
中
先
{為
和
、
以
成
於

人
、

三
煮
分
判
、
万
化
稟
生
、
日
月
列
照
、
五
宿
換
明
、
上
三
天
生
於
三

黒
之
精
、
庭
於
無
上
之
上
極
乎

無
極
、
故
無
極
也
、
履
大

運
所

不
能
改
、
経
大
劫
所

不
能
易

、
総
真
高
虚

可
謂
高
也
、
故
号
三
天
正
法
、
九

天
之
号
亦
生
於
三
、
三
無
生

三
、
故

号
九
天
、
其
六
天
総
民
応
化
順
運
、
与

日
月
推
遷
陰
陽
否
勃
、
天
地
蒸
反
小
劫
交
周
、
万
帝
易
位
九

無
改
度
、
当
此
之
時
凶
稼
滅
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種
善
民
存
焉
、
大
劫
交
時
、
天
翻
地
覆
海
涌
河
決
、
而
万
悪
絶
種
鬼
魔
滅
　
、
八
荒
四
極
万
不
遺

一
、
自
非
勤
心
於
存
思
、
侃
除
六
天
之

文
、
修
行
三
天
正
法
、
不
得
免
過
此
后
、
奉
迎
聖
君
於
上
清
宮
也
、
除
六
天
文
元
始
天
王
所
出
、
始
青
飛
玄
之
蒸
結
成
玉
文
以
告
六
天
、

運
周
度
交
収
悉
検
神
還
反
土
上
正

一
始
生
之
天
、
侃
者
制
霊
使
無
威
摂
十
万
、
出
空
入
無
万
道
開
張
、
経
大
劫
所
不
能
殿
、
履
洪
波
所
不

能
沈
、
万
神
稽
首
五
嶽
司
迎
、
侍
童
六
百
人
、
玉
女
六
十
人
、
営
衛
侃
文
者
身
、
太
上
所
宝
秘
之
六
合
紫
房
萬
劫

一
伝
、
太
上
受
之
於
九

天
真
王
、
元
君
受
之
於
三
天
玉
童
、
黄
軒
受
之
於
太
上
元
君
、
西
王
母
受
之
於
元
始
天
王
、
四
極
受
之
於
東
海
小
童
、
紫
陽
真
人
受
之
於

太
上
大
夫
、
密
封
受
之
於
清
天
上
皇
君
、
唐
尭
受
之
於
後
聖
帝
君
、
自
唐
之
後
得
文
乃
七
千
人
、
皆
得
駕
龍
飛
空
也
、
高
上
玉
農
鳳
台
曲

素
上
経
云
、
玄
都
九
曲
峻
囎
鳳
台
、
結
自
然
鳳
気
以
成
環
房
、
処
於
九
天
之
上
玉
京
之
陽
虚
生
八
會
交
真
之
気
、
十
折
九
曲
洞
達
八
方
、

上
招
扶
揺
之
翻
傍
通
、
明
於
玄
台
之
上
、
字
方

一
丈
文
蔚
換
燗
洞
明
九
天
、
飛
鳳
雲
蓋
紫
気
諺
浜
、
遊
麟
之
獣
交
騨
馳
横
、
六
領
師
子
備

干
下
関
、
五
帝
玉
仙
執
五
色
、
命
魔
霊
幡
以
威
御
五
方
、
右
侍
太
華
玉
女
、
左
衛
金
仙
玉
童
、
各
三
千
人
、
侍
真
典
香
日
月
侠
映
七
元
、

　
霊
三
農
齊
景
玄
光
、
洞
明
環
林
振
條
玉
籟
激
庭
七
宝
華
光
流
曜
、
上
清
即
高
上
玉
農
太
上
大
道
君
所
治
、
玄
都
丈
人
以
鳳
文
真
書
、
憂

樂
之
曲
、
玄
授
於
道
君
焉
、
如
是
上
天
万
真
及
五
嶽
飛
仙
、
悉
皆
以
月
五
日
十
五
日
二
十
五
日
、

一
月
三
登
鳳
台
、
曼
礼
旋
香
、
諦
詠
憂

樂
之
辞
也
、
上
慶
神
真
、
下
悲
兆
民
、
其
辞
虚
微
、
玉
朗
洞
清
、
四
真
稽
首
、
万
仙
礼
音
、
散
香
逸
轡
、
流
姻
虚
庭
、
凡
上
宮
已
成
真
人

及
始
学
為
仙
者
、
莫
不
備
修
九
天
鳳
気
、
玄
丘
真
書
、
論
憂
樂
之
曲
也
、
玄
古
皆
万
劫

一
伝
、
今
有
其
人
七
百
年
中
聴
得
三
伝
、
得
有
其

文
飛
行
上
清
、
登
九
曲
鳳
台
、
朝
謁
玉
真
也
。
軽
泄
失
明
七
祖
死
責
慎
則
神
仙
、
太
上
授
太
極
真
人
、
以
伝
東
海
方
諸
青
童
大
君
、
使
伝

道
士
宿
有
金
名
応
為
神
仙
、
真
人
者
侃
之
得
見
三
元
君
、
迎
聖
君
於
上
清
金
閾
。

万
福
日
、
夫
化
化
者
不
化
、
生
生
者
不
生
、
不
化
則
長
存
不
滅
、
不
生
則
永
劫
無
傾
、
斯
道
神
妙
修
之
可
得
而
獲
焉
、
凡

一
切
有
形
道
之

委
無
、
含
精
通
神
、
識
自
生
動
自
行
、
明
弁
日
月
、
智
落
天
地
、
思
過
鬼
神
、
妙
合
陰
陽
、
莫
不
由
道
而
神
理
在
焉
、
若
乃
延
促
齢
於
浩

劫
、
擢
朽
神
於
億
天
、
廻
玄
抱
景
、
登
真
守
元
、
万
劫
未
始
、
千
椿
童
顔
、
周
天
地
於
瞬
息
、
役
風
雷
於
智
端
、
愛
養
群
品
、
師
範
衆
真
、

布
天
慈
於
種
智
、
作
仁
父
於
本
元
、
自
非
元
始
之
法
王
太
上
之
玄
経
敦
能
易
之
哉
、
而
愚
者
、
不
知
大
道
之
化
、
元
始
之
尊
、
不
信
神
仙
、
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不
死
廻
顔
、
駐
年
亦
猶
朝
菌
不
知
晦
朔
、
聴
帖
不
知
春
秋

、
肝
可
痛
　
、
且
天
廻
星
転
、
地
静
川
流
、
四
無
生
成

、
五
行
交
錯
、
風
雲
聚

散

、
寒
暑
生
殺
、
謳
無

王
而
宰
之
焉

、
蓋
至
道
神
化
分
霊
布

黒
、
羅
絡
統
御
而
主
之
也
、
錐
諸

天
五
億
世
界
、
三
千
仙
真
聖
尊
、
開
方
立

域
読
法
教
化
、
変
見
無
窮
、
真
応
法
身
、
霊
応
難
測
、
其
統
之
者
皆

元
始
　
、
即
人
身

足
行
手
持
、
目
視
耳
聴
、
口
語
鼻
欺
、
心

通
意
識
、

醜
静
魂
動
、
皮
膚

居
外
、
筋
骨
持
内
、
血
豚
栄
衛
、
昼
夜
運
動
、
山豆
無
君
而
御
之
哉
、
斯

固
司
命

納
生
、
桃
君
保
精
、
白
元
営
醜
、
無
英

制
魂

、
二
十

四
真
和
理
百
神
、
太

一
元
父
総
統
我
身
、
虚
艀
則
永
世
不
傾
、
煩
躁
則
條
忽
夫
齢
　
。

夫
人
従
虚
無
自
然
中
来

、
受
神
抱
識
湛
然
清
浄
、
及
稟

形
之
後
則
衆
欲
生
而
患

、
累
起
見
世
則

三
災
九
尻
、
十
苦

八
難
、
痛
痒
疹
酸
、
生

老
病
死

、
煩
悩
形
神

、
死
則
魂

入
幽
牢
、
受
諸
苦
悩
昼
夜
考
掠
、
魂
神
痛
楚
動
経
万
劫
、
莫
能
自
免

、
天
尊
大
慈
観
見
衆
生
愛
念
在
心
、

乃
分
霊
布
化
、
降
　
接

凡
天
上
人
間
遊
行
教
化

、
分
身
百
万
、
散
景
億
千
、
随
其
機
縁
広
読
経
教
、
欲
使
衆
生
離
苦
永
免
輪
廻
、
今
天
昔

天
法
門
常

一
也
、
経
云
、
思
微
定
志
者
、
令

人
安
神
念
道
保
其
身
也
、
思
微
者
、
念
昔
受

生
之
初
神
本
清
浄
也
、
定
志
者
、
除
諸
妄
想
絶

思
惟
也

、
人
所
以
生
者
神
在
形
也
、
所
以
死
者
煮
離
身

也
、
子
欲
長
生
定
其
心
也
、
身
有

百
神
心
為
之
主
、
故
老
君
内
観
経
云
、
心
者
禁

也
、

一
身
之
主
禁
制
形
神
使
不
邪
也
、
心
則
神
也

、
変
化
不
測
無
定
形
也
、
魂
在
肝
、
醜
在
肺

、
精
在

腎
、
志
在
脾

、
神
在
心
、
所
以
字

殊
随
処
名
也

、
神
明
依

泊
従
所
名
也
、
其
神
也
、
非
青
非
白

、
非
赤
非
黄
、
非
大
非
小
、
非
短
非
長
、
非
曲
非
直
、
非
柔
非
剛
、
非
厚
非

薄
、
非

円
非
方
、
変
化
莫

測
、
混
合

陰
陽
、
大
包

天
地
、
細

入
毫
芒
、
制
之
則
正
、
放
之
則
狂

、
清
浄
則
生
、
濁
躁
則
亡
、
明
照
八
表
、

暗
迷

一
方
、
但
能
虚
寂
生
道

、
自
常
永
保
無
爲
其
身
則
昌
、
世
以
無
形
莫
之
能
名

、
禍
福
吉
凶
悉
由
之
ム矢
、
又
云
、
従
道
受
分
謂
之
命

、

自

=
果
形
謂
之
性
、
所
以
任
物
謂
之
心
、
心
有
所
憶
謂
之
意

、
意
之
所
之
謂
之
志

、
事
無
不
知
謂
之
智
、
智
周
万
物
謂
之
慧

、
所
以
通
生

謂
之
道

、
道
者
有
而
無
形
無
而
有
情
、
変
化
不
測
通
神
群
生
、
在
人
之
身
則
為
神
明
所
謂
心
也

、
所
以
教
人
修
道

即
修
心
也
、
教
人
修
心

即
修
道
也
、
道

不
可
見
因
生
以
明
之
也
、
生
不
可
常
用
道
以
守

之
也
、
若
生
亡
則
道
廃

、
道
廃
則
生
亡
、
生
道
合

一
則
長
生
不
死
、
羽
化

神
仙
、
人
不
能
保
者
以
其
不
内
観
於
心
故
也
、
内
観

不
遺
生
道

常
存
、
又
云
、
道
以
心
得
、
心
以
道
明
、
心
明
則
道
降
、
道
降
則
心
通
、

神
明
之
在
身

、
猶
火
之
在
危
、
明
従
火
起
、
火
自

姓
存
、
娃
因
油
潤
、
油
籍
危
停
、
四
者
若
廃
明
何
生
焉
、
亦
如
明
縁
神
照
神

、
託
心
存



80

心
、
由
形
有
形
、
以
道
全

一
、
物
不
足
明
何
依
焉
、
所
以
謂
之
神
、
明
者
眼
見
耳
聞

、
意
知
身
覚
、
分
別
物
理
、
微
細
悉
知

、
由
神
以
明

故
日
神
明
、
老
君
日
、
所
以
言
虚
心
者
遣
其
実
也
、
無
心
者
除
其
有
也
、
定
心
者
令

不
動
也
、
安
心
者
使
不
危
也

、
静
心
者
令
不
齪
也
、

正
心
者
使
不
邪
也
、
清
心
者
令

不
濁
也
、
浄
心
者
使
不
稼
也
、
此
皆
巳
有

今
使
除
也

、
心
直
者
不
反
覆
也
、
心
平
者
無
高
低
也
、
心
明
者

不
暗
昧
也
、
心
通
者
不
窒
磯
也

、
此
皆
本
自
然
也
、
粗
言
数
者
余
可
思
也
、
学
道
之
夫
当
熟
観
之
ム矢
。

詳
夫
三
洞
経
教
万
術
千
方
難
広

、
略
不
同
皆
制
人
之
心
也
、
而
心
有
明
暗
、
智
有
浅
深
、
由
形
器
有
清
濁
、
稟
無
有
薄
厚
耳

、
然
是
非
好

悪
喜
怒
、
趨
捨
莫
不
悉
従
於
心

、
未
知
是
心
誰
之
所
使
若
也
、
定
由
於
心
也
、
心
何
自
取
姐
落
哉
、
然
則
尋
其
本
莫
得
其
源

、
察
其
流
靡

窮
、
其
際
而
究
其
終
始
則
卒
帰
其
自
然
也
、
嘗
試
論
之
、
夫
道
以

一
動
生
万
物
、
万
物
由

一
以
生
、

一
在
人
身
即
老
君
魂
也

、
亦
謂
之
道

識
也
、
照
生
我
神
即
我
魂
也
、
亦
謂
之
我
識
、
既
身
由

一
生
、
神
由
道

照
則
心
由
於
神
明
　
、
由
是
言
之
神
見
則
心
朗
、
神
隠
則
心
昏

、

神
之
隠
見
由
心
之
清

濁
也
、
假
如
油
清
則
燈
照
、
油
濁
則
景
微
ム矢
。

経
云
、
心
則
神
也

、
神
則
心
也

、
心
神
不
殊
、
是
以
心
由
神

、
照
則
経
之
燈
喩
是
也
、
智
者
諦
詳
之
焉

。

『伝
授

三
洞
経
』

の
引
用
は
こ

の

一
個
条

で
あ

る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。

《
元
量
度
人
経
》

①

4
/

13
b
3
～
7

　

む

む

む

　

九
煮
者
、
按
三
天
正
法
経
、
始

無
生
三
無
、

一
日
赤
洞
、

二
日
白
章
、
三
日
清
浩

、
元
先
笙

三
無
、

一
日
緑
日丙
、

二
日
黄
景
、
三
日
蒼
混
、

又
日
白

遁
、
玄
黒
生

三
黒
、

一
日
紫
融

、
二
日
碧
炎
、

三
日
黒
演
、
謂
之
九
蒸
也

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
は
九

無

の
名
称

は
見
当

た
ら
な

い
が
、
冒
頭

の
文

(前
出
)
は
九
黒
を
論
じ

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『元
量
度
人
経
』

の
引
用
は
以
上

の

一
個
条

で
あ
る
。
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《
七

籔
》

①

2
/

4

b

2
～

5
b

5

(劫

運

)

1

略
1

こ
の
引
用
文
は

『珠

嚢
』
④
と
全

く
同

じ
も

の
で
、
文
字

の
相
違

が
多
少
あ

る

の
み
で
あ
る
。

②

2
/

5
b
5
～
6
b

g

l

略
ー
1

①

と
同

様

、

『珠

嚢

』
⑤

と
全

く
同

じ

で
、
文

字

の
相
違

が
あ

る

の
み

で
あ

る
。

③

2
/

6

b

9

～

7

b

3

ー

略
1

①
②

と
同
様

の
こ
と

が

い
え

る
。

『珠
嚢
』

の
引
用
文
⑥

と

一
致
す

る
。

『七
籔
』

の
引
用
文
①
②

③
と

『珠

嚢
』

の
引
用
文
④
⑤
⑥

は
、

「又
云
」
と
す
る
個
所
も
同
じ

で
、
同

一
の
経
典

か
ら

の
引

用
か
、
そ

の
関
係

に

つ
い
て
は
後

に
検
討
す
る
。

④

4
/

2
b
9
～
3

a
2

(上
清
源
統
経

目
註
序
)

　

む

む

　

む

む

む

む

む

む

謹
有

三
子
、
其
第

三
子
名
玉
斧
、
長
名

翻
、
字
道
翔
、
道
徳
淳
螢
絶
世
無
倫
、
師
楊
先
生
授
上
清
三
天
正
法
曲
素
鳳
文
三
十

一
巻
、
逐
跡

潜
化

。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ

る
。

⑤

4
/

19
b

7
～
20

a
1

(玄
都
九
真
盟
科
九
品
伝
経
録
)
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玄
都

上
品
第

五
篇
日
、
消
魔
智
慧
、
玉
清
隠
書
、
宝
洞
飛
香

、
絶
玄
金
章
、
紫
鳳
赤
書
、
八
景
農
図
、
金
真
玉
光
、
霊
書
紫
文
、
金
瑞
玉

　

り

む

　

堀
、
金
根
上
経

、
三
天
正
法

、
皆
太
上
大
道
君
、
元
始
天
王

、
金
閾
帝
君
之
宝
章
、
秘
在
玉
清
之
宮
金
房
紫
戸
之
内
。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ

る
。

そ

の
経

の
秘
し

て
在

る
場
所
を

「玉
清
之
宮
金
房
紫
戸
之

内
」
と
す

る

の
は
、

『珠

嚢
』

の
引
用
文
②

と

一
致

す

る
。

⑥

4
/

20
b
3
～
5

(玄
都
九
真
盟
科
九
品
伝
経
録
)

　

　

む

む

三
天
正
法
、
青

繕
三
十
尺
、
青
布

四
十
三
尺
、
金
銀

五
双
、
以
為
密
誓
、
上
金
十
両
通
神
之
信
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

11

a
8
以
下

の
文

に
相
当
す

る
、
誓

を
な
す
物
品

の
数
量
は
完
全

に

一
致
す
る
が
、
脱
句
等

が
あ
る

の
で
以
下

に

記
す
。朱

青
繰
三
十
尺
為
要
信
、
青
布
四
十
三
尺
為
密
誓
、
金
銀
五
双
為
指
天
大
誓
、
1
ー
略
ー

、
好
金
十
両
為
通
神
之
信
。

⑦

5
/

3
b

6

・
7

(雷

平
山

真

人
許

君

)

り

む

む

む

り

む

む

　

師
楊
君
伝
三
天
正
法
曲
素
鳳
文
。

経
名

の
み

の
引
用

で
あ

る
。

⑧

6
/

4

a
2

・
3

(三
洞
井
序
)

む

む

む

む

　り

む

　り

む

適
弟
誼
、
誼
子
玉
斧
、
皆
受

三
天
正
法
曲
素
鳳
文

。

経
名

の
み

の
引
用

で
あ

る
。
④

の
引
用
文
と
同
内
容

の
も

の
で
あ
る
。

⑨

6
/

7
a
10
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(三

洞
品

格

)

(八
素
真

経

云

、

…

…
)

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

む

三
天
正
法
鳳
真
之
文
九
真
昇
玄
文
。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ

る
。
「
中
真
之
道
」

の
経
典

の

一
つ
と
し

て
あ
げ

て
い
る
。

⑩

6
/
18
b
9
～

19

a
1

(四
輔
)

り

む

む

り

漢
末
有
天
師
張
道
陵
、
精
思
西
山
太
上
親
降
、
漢
安

元
年

五
月

一
日
、
授
以
三
天
正
法

、
命
為
天
師

。

経
名

の
み
の
引
用

で
あ

る
。
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
は
内
容

の
面
か
ら
も
相
当
す

る
個
所

は
見
当

た
ら
な

い
が
、

『三
天
内
解
経
』

に

(
15
)

同
内
容

の
記
述
が
あ

る
。

⑪

8
/

22
b
2
～

9

釈
除
六
天
玉
文
三
天
正
法

除
者
罷
也
、
六
天
者
、
赤
虚
天
、
泰
玄
都

天
、
清
皓
天
、
泰
玄
天
、
泰
玄
倉

天
、
泰

清
天
、
此
六
天
起
自
黄
帝

、
以
来
民
人
互
興
殺
害
不

①

遂
裁
六

稟
自
然
、
六
天
之
理

、
於
薙
而
興
、
太
上
給
以
鬼
兵
、
使
於
三
代
之
中
、
駆
除
悪
民
、
而

六
天
臨
治
転
自
偽
辞

、
太
上
下
玉
文

、

　

天
之
気
、
更
出

三
天
正
法
、
割
悪
救
善
、
三
天
者
、
清
微
天
、
禺
飴

天
、
大
赤

天
是
也
。

現
行
本

『三
天
正
法

経
』

に
相
当
す

る
個
所

あ
り
。
傍

線
①

の
部
分

は
2
b

1
以

下

に
相

当
す

る
。

「理
」

が

「
治
」
、
「
菰
」
が

「
太
上
」

が

「故
太
上
大
道

君
」

の
相
違
が
あ
る
。
②

は

ー
b
2
に
相
当
す
る
。

⑫

21
/

1

a
5
～
b
3

(天
地
部
)

総
序
天

「
此

」
、
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三
天
正
法
経

日
、
九
天
真
王
与

元
始
天
王
倶
生
始
気
之
先
、
天
光
未
朗
、
諺
積
未
澄
、
漠

津
無
涯
、
混
沌

太
虚
、
浩
汗
流
冥
、
七
十
余
劫

、

玄
景
始
分
、
九
気
存
焉
、

一
気

相
去
九
万
九
千
九
百
九
十
歳
、
清
気
高
澄
、
濁
気
下
布
、
九
天
真
王
元
始

天
王
、
稟
自
然
之
孕
置
於
九
天

之
号
、
九
気
玄
凝
日
月
星
辰
於

是
而
明
、
便
有
九
真
之
帝
、
上
之
三
真
生
於
極
上
清
微
之
天
、
次
中

三
真
生
於
禺
余
之
天
、
下
有

三
真
生

於
大
赤
之
天
。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

の
冒
頭
か
ら

ー
b
4
ま

で
に
相
当
す

る
。
註
記
は
な

い
。
文
字

の
相
違
が
少

し
あ
る
。

⑬

40
/

10

a
9
～

10
b
6

(太
玄
都
中
宮
女
青
律
戒
)

①

凡
上
学
之
士
、
受
三
天
正
法
四
明
之
科
、
侃
帯
真
文
出
入
三
光
及
宜
臥
息
、
不
得
露
頭
不
著
巾
帽
、
及
脱
衣
露
形
、
殿
慢
身
神
、
恥
辱
真

文
、
令
真
霊
遠
逝
空
戸
濁
在
三
犯
、
不
得
入
仙
也
、
五
犯
死
入
地
獄
万
劫
、
還
生
不
入
之
道
。

凡
上
学
之
士
、
受
三
天
正
法
四
極
明
科
、
妄
入
掩
械
契
泣
悲
涙
吊
問
死
喪
、
五
犯
伐
功
断
事
、
不
得
入
仙
也
、
十
犯
死
入
地
獄
万
劫
、
還

生
不
人
之
道
。

『珠
嚢
』
①
の
引
用
文
と
全
く
同
じ
文
で
、
引
用
文
の
傍
線
①
②
の
部
分
が
現
行
本

『三
天
正
法
経
』
に
相
当
す
る
個
所
が
あ
る
。

⑭

46
/
7
a
7
～
b
8

(呪
請
品
)

三
天
正
法
祝
魔
神
第
十

凡
道
士
隠
跡
山
林
精
思
感
霊
、
或
読
洞
経
発
響
之
時
、
多
爲
北
帝
大
魔
來
試
敗
兆
毎
至
昏
夜
、
当
叩
歯
三
十
六
通
畢
、
乃
呪
日
、

北
帝
大
魔
王
受
事
帝
君
前
、
泉
曲
之
鬼
四
明
鄭
山
、
千
祇
混
形
九
首
同
身
、
神
虎
放
毒
誠
滅
雷
震
、
神
公
吐
呪
所
鐵
無
親
、
太
微
有
命
摂

録
山
川
、
鳴
鈴
交
榔
流
換
九
天
、
風
火
征
伐
神
鋒
十
陳
、
兇
試
伏
滅
万
精
桑
残
、
祇
毒
敢
起
受
閉
三
関
、
請
依
洞
法
莫
不
如
言
、
呪
畢
、

又
叩
歯
三
十
六
通
、
此
名
爲
三
天
正
法
呪
魔
神
方
、
常
能
行
之
則
神
兵
侍
衛
、
山
川
撮
精
、
千
妖
受
閉
、
万
試
不
干
。
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『秘
要
』
⑩

の
引
用
文

は

「
三
天
正
法
呪
魔
神
方
」

の
部
分

の
み
を
記

し
、

『七
籔
』

の
項

で
検
討
す

る
と
述

べ
た
。
文
字

の
相
違

が
二
三
あ

る
が

「
呪
」
は

「祝
」

に
通
ず

る
語

で
あ

る
か
ら

『七
籔
』

が

「祝
」
を

「
呪
」
と
し
た
と
み
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

⑮

49
/

8

a
8

・
9

(玄

門
大
論

三

一
訣
井
叙
)

三
天
正
法
云
、
従
九
返

一
乃
入
道

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当

た
ら
な

い
。

『伝
授
三
洞
経
』

の
傍
線

の
部
分
と

一
致
す
る
。

⑯

描
/

28

a
9

(許
適
真

人
伝
)

　

む

　　

む

　

　

　り

む

師
揚
義
受
三
天
正
法
曲
素
鳳
文
。

経
名

の
み

の
引
用

で
あ
る
。
④
⑦
⑧

の
引
用
文
と
同
じ
経
名

で
あ

る
。

以
上
十

六
個
条

が

『七
籔
』

の
引
用
文

で
あ

る
。
そ

の
う
ち

「
云
」
と
し

て
引
用
す

る
も

の
は
①
②
③
⑫
⑮

の
五
個
条

で
あ

る
が
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る

の
は
⑫

の
引
用
文

の
み

で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
前
項

で
述

べ
た
よ
う

に
現
行
本

『
三

天
正
法
経
』

は
原
本

の
経
典
と
比

べ
る
と
小
部

の
も

の
と

い
え
ま

い
か
。
ま
た
、
引
用
文
⑮

が

『伝
授
三
洞
経
』

に
相
当

す
る
個
所

が
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、
原
本
を
考
え

る
上

で
重
要

で
あ
る
。

《上
清
侃
符
文
五
巻
訣
》

①

〈青
券
訣
>
9
a
1
～
4

赤
天
玄
黄
正
法
除
六
天
文

玄
黄
飛
玄
之
気
結
成
玉
文
、
侃
者
与
三
気
同
真
匡
制
六
天
、
検
気
摂
魔
、
誠
斬
千
凶
、
威
御
群
霊
、
入
出
水
火
、
万
災
不
傷

(右
出
三
天
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正
法
経
)

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当
ら
な

い
。

②

〈白
券
訣
>

8

a
4
～
6

侃
者
、
入
水
蚊
龍
開
道
万
里
、
大
劫
交
則
能
騰
身
玄
虚
、
奉
翔
聖
尊
於
上
清
宮

(右
出

三
天
正
法
経
)

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当
ら
な

い
。

③

〈緯
券
訣
>

2
b

5
～
3

a
1

清
微
天
始
青
正
法
除
六
天

始
青
飛
玄
之
気
結
成
玉
文
、
侃
者
制
霊
使
気

、
威
摂
十
方
、
出
空

入
無
、
万
道
開
張
。

禺
余

天
元
白
正
法
除
六
天
文

元
白

飛
玄
之
気
結
成
玉
文
、
侃
者
匡
制
万
霊

、
威
神
滅
魔
、
辟
却
陽
九
、
防
過
窮
年

、
災
所
不
傷
、
出
入
空
玄
、
適
意
所
行

(右
符
出
三

天
正
法

経
)

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当

す
る
個
所
は
見
当
た
ら
な

い
。

『上
清
侃
符
文

五
券
訣
』

の
引

用
は
以
上

の
三
個
条

で
あ
る
。

い
ず

れ
も
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所

は
見
当
ら
な

い
が
、

三
天
、
即
ち

「赤
天
」
「
清
微

天
」

「禺
余
天
」
そ
れ
ぞ
れ

の

「
正
法
除

六
天
文
」

を
引
用
し

て
い
る
こ
と
は
、
原
本

に
は
相
当
す

る
も

の
が
あ

っ
た
と
考
え

て
よ

い
の
で
は
な
か

ろ
う

か
。

《
御
覧
》

①

㎝
/

6

a
ー

ト

太
真
科

日
、
清
虚
小
有
天
王
撰
三
天

一
正
法
経
。
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現
行
本

『
三
天
正
法
経
』

の
経
題

「太
上
三
天
正
法
経

清
虚
小
有

天
王
撰
」

に
相
当
す
る
。

②

鰯
/
4

a
13
～
b
2

,

(簡
章
)

三
天
正
法

日
、
三
天
九
微

玄
都
大
真
霊
鎮
者

、
秘
在
太

上
霊
都
之
宮
、
刻
以
紫
玉
為
簡
黄
金
為
文
、
付

五
老

上
真
仙
都
左
公
、
封
以
紫
蘂

玉
笈
、
盛
以
雲
錦
之
嚢
。

現
行
本

『
三
天
正
法
経
』

3

a
4
～
10
に
相
当

す
る
。

「者
、
」
以
下
に
四
十
二
字

ほ
ど
有

る
。

③

㎜
/

1

a
10

・
11

(伝
授

下
)

三
天
正
法

日
、
太
真
霊
鎮
、
秘
在
太
上
霊
都
之
宮
、
付

五
老
上
真
仙
都
左
公

。

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

3

a
5
以

下
に
相
当

す
る
。
②

の
引
用
文

と
同
じ
個
所

で
あ

る
。

『御
覧
』

の
引
用
は
以
上

の
三
個
条

で
あ

る
。
す

べ
て
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
。
文
字

の
相
違
、
脱
文
等
か
ら
考
え

て
、
現

行
本
か
ら

の
引
用
と
み

て
さ
し

つ
か
え

な

い
と
思
わ
れ
る
。

三

古
道
経
引
用
経
典
名
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

前
項

で
は
古
道
経

に
引
用
さ
れ

て
い
る
引
用
文

と
現
行
本

と

の
関
係

を
考
察

し
た
。
そ

の
結
果
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
引

用
文

は
わ
ず

か
で
、
古
道
経
が
引
用
し
た
で
あ

ろ
う
原
本
と
も

い
う

べ
き

「
三
天
正
法
経
」
な
る
経
典
を
明

ら
か

に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と

に

気

が

つ
い
た
。
そ
の
作
業
を
す

る
前

に
、
ま
ず
、
古
道
経

に
引
用
す
る
経
典

の
呼
称

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
。

ま
ず
、
古
道
経
別

に
引
用

の
経
名

を
記
す
。
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〈真
諾
〉

除
六
天
之
文
三
天
正
法
…
…
経
名

の
み
、
①

〈秘
要
〉

洞
真
三
天
正
法
経
…
…
引
用
文
有
、
①
④
⑤
⑥
⑨

経
名

の
み
、
⑦

洞
真
除
六
天
之
文

三
天
正
法
経

…
…
経
名

の
み
、
⑧

除
六
天
文

三
天
正
法

…
…
経
名

の
み
、
④

六
天
之
文

三
天
正
法

…
…
経
名

の
み
、
⑨

三
天
正
法

…
…
経
名

の
み
、
②
③

三
天
正
法
祝
魔
神
方

…
…
経
名

の
み
、
⑩

〈珠
嚢
〉

上
清
三
天
正
法
経
…
…
引
用
文
有
、
④
⑤
⑥

三
天
正
法

…
…
経
名

の
み
、
①
②

〈事
相
〉

上
清
三
天
正
法
経
…
…
引
用
文
有
、
①

上
清
三
天
正
法

…
…
引
用
文
有
、
④
⑤

三
天
正
法

…
…
引
用
文
有
、
②

経
名

の
み
、
②

〈義
枢

〉
三
天
正
法
曲
素
鳳
文

…
…
経
名

の
み
、
①

〈伝
授

三
洞
経
〉



『三天正法経』考89

三
天
正
法
除
六
天
玉
文

…
…
引
用
文
有

、
①

〈元
量
度

人
経
〉

三
天
正
法
経

…
…
引
用
文
あ
り
、
①

〈七
籔

〉
上
清
三
天
正
法
経

…
…
引
用
文
有
、
①
②
③

三
天
正
法
経

…
…
引
用
文
有
、
⑫

除
六
天
玉
文
三
天
正
法

…
…
引
用
文
有
、
⑪

三
天
正
法

…
…
引
用
文
有
、
⑮

経
名

の
み
、
⑤
⑥
⑩

三
天
正
法

四
極
明
科
…
…
経
名

の
み
、
⑬

三
天
正
法
曲
素
鳳
文
…
…
経
名

の
み
、
④
⑦
⑧
⑯

三
天
正
法
鳳
真
之
文
九
真
昇
玄
文
…
…
経
名

の
み
、
⑨

三
天
正
法
祝
魔
神
…
…
引
用
文
有

、
⑭

三
天
正
法
祝
魔
神
方
…
…
経
名

の
み
、
⑭

〈上
清
侃
符
文

五
巻
訣
〉

三
天
正
法
経

…
…
引
用
文
有
、
①
②
③

〈御
覧
〉

ト

三
天

一
正
法
経

…
…
経
名

の
み
、
①

三
天
正
法

…
…
引
用
文
あ
り
、
②
③

以
上

の
結
果
を
引
用
経
名
別

に
整
理
す

る
と
以
下

の
よ
う

に
な
る
。
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〈除
六
天

(之
)
文
三
天
正
法

〉

経
名

の
み
…
…

『真
詰
』
①

『秘
要
』
④

〈洞
真
除
六
天
之
文
三
天
正
法
〉

経
名

の
み
…
…

『秘
要
』
⑧

〈除
六
天
玉
文

三
天
正
法
〉

引
用
文
有

…
…

『七
籔
』
⑪

〈六
天
之
文

三
天
正
法
〉

経
名

の
み
…
…

『秘
要
』
⑨

〈
三
天
正
法

除
六
天
玉
文
〉

引
用
文
有

…
…

『伝
授
三
洞
経
』
①

〈洞
真
三
天
正
法
経
〉

引
用
文
有

…
…

『秘
要
』
①
④
⑤
⑥
⑨

経
名

の
み
…
…

『秘
要
』
⑦

〈上
清
三
天
正
法
経
〉

引
用
文
有

…
…

『珠

嚢
』
④
⑤
⑥

『事
相
』
①

『七
籔
』
①
②
③

〈上
清
三
天
正
法
〉

引
用
文
有

…
…

『事
相
』
④
⑤

〈
三
天
正
法
経
〉

引
用
文
有

…
…

『元
量
度
人
経
』
①

『七
籔
』
⑫

『上
清
侃
符
文

五
巻
訣
』
①
②
③
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〈
三
天

一
正
法
経
〉

経
名

の
み
…
…

『御
覧
』
①

〈
三
天
正
法
〉

引
用
文
有
…
…

『事
相
』
②

『七
籔
』
⑮

『御
覧
』
②
③

経
名

の
み
…
…

『秘
要
』
②
③

『珠
嚢
』
①
②

『七
籔
』
⑤
⑥
⑩
⑬

〈三
天
正
法
祝
魔
神
〉

引
用
文
有

…
…

『七
籔
』
⑭

〈三
天
正
法
祝
魔
神
方
〉

経
名

の
み
…
…

『秘
要
』
⑩

『七
籔
』
⑭

〈三
天
正
法
曲
素
鳳
文
〉

経
名

の
み
…
…

『義

枢
』
①

『七
籔
』
④
⑦
⑧
⑯

〈三
天
正
法
鳳
真
之
文
九
真
昇
玄
文
〉

経
名

の
み
…
…

『七
籔
』
⑨

以
上
整
理
し
た
結
果
、

二

つ
に
大
別

で
き
る
。
即
ち

「除
六
天
之
文
」
が
付
く

か
否

で
あ

る
。
付

く
名
称

に
は

「
経
」
を
付
し

て
い
な

い
こ

と
が
特
徴

と

い
え

る
。

さ
ら
に

『伝
授
三
洞
経
』
を
除

い
て
は
、
す

べ
て

「
経
名

の
み
」

の
引

用

で
あ

る
。
「
除
六
天
之
文
」
が
付

い
て
い
な

い
も

の
は
、

「洞
真
」

や

「上
清
」
を
冠

し
て

い
る
か
、
或
は
全
く
付

い
て

い
な

い
か

の
違

い
は
あ

っ
て
も
、
「
三
天
正
法

(経
)
」

と

い
う

こ

と

に
な
る
。

経
目
本

『三
天
正
法
経
』

の
名
称

に

一
致
す

る
も

の

(「
除
六
天
之
文
」
を
付
す
も

の
)
は
、

『真
詰
』

『秘
要
』

『伝
授

三
洞
経
』

『七
籔
』

の
四
経
典

で
あ

る
。

『真
詰
』

『秘
要
』

『七
籔
』

は

「経
名

の
み
」

の
引
用

で
あ

る
が
、

『伝
授

三
洞
経
』

の
引
用
文

は
七
紙
余

に
及

ぶ
。
そ

の
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引
用
文
は
下
巻

の
冒
頭
か
ら
以
下

の
よ
う

に
始
ま

る

伝
授
三
洞
経
戒
方
錬
略
説

三
天
正
法
除
六
天
玉
文

巻

下

の
最
後

に
は

「大
唐
先
天
元
年
歳
次

壬
子
十

二
月
丙
申
十

二
日
丁
未
、
太
清
観
道
士
張
万
福
謹
記
」
と
あ

る
。
先

天
元

(七

=
二
)
年
と

い
う

こ
と
か
ら
す

る
と
、
経
目
本

『
三
天
正
法
経
』

の

「
戒
法
錬
略
説
」
と
み

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。
そ
の
文

が
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
全

く
相
当
す

る
個
所
が
な

い
と

い
う

こ
と
は
、
ど
う
理
解

す
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
後

ほ
ど
引

用
文
相
互

の
関
係

に

つ
い
て
検
討
す
る
と
こ

ろ
で
論
ず

る
。

「
除
六
天
之
文
」
を
付
し

て
い
な

い

「
三
天
正
法

(経
)
」

は

「引
用
文
有
」
も

「経
名

の
み
」

の
も

の
も
多

い
が
、
以

下
に

「引
用
文
有
」

の
も

の
を
あ
げ
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す
る
か
否
か
を
整
理
す
る
と
以
下

の
よ
う

に
な
る
。

〈秘
要

の
引
用
文
〉

①
④
⑤
⑥
⑨

現
行
本

に
相
当
す
る
引
用
文

…
…
⑤

現
行
本

に
相
当
す
る
個
所

の
見
当
ら
な

い
引
用
文

…
…
①
④
⑥
⑨

〈珠
嚢

の
引
用
文
〉

④
⑤
⑥

す

べ
て
現
行
本

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当

ら
な

い
。

〈事
相

の
引
用
文
〉

①
②
③
④
⑤

現
行
本

に
相
当
す
る
引
用
文

は
②

の
み
で
、
他
は
現
行
本

に
相
当
す

る
個
所
は
見
当

ら
な

い
。

〈
元
量
度
人
経

の
引
用
文
〉

①

現
行
本

に
相
当
す
る
個
所
は
見
当
ら
な

い
。

〈七
籔

の
引
用
文
〉

①
②
③
⑪
⑫
⑭
⑮
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現
行

本

に
相
当
す

る
引
用
文

…
…
⑪
⑫

現
行

本

に
相
当
す

る
個
所
が
見
当
ら
な

い
引
用
文
…
…
①
②
③
⑭
⑮

,

〈上
清
侃

符
文

五
巻
訣
〉

①
②
③

①
②
③

と
も

に
現
行
本

に
相
当
す
る
個
所

が
見
当
ら
な

い
。

〈御
覧

の
引
用
文
〉

②
③

②
③

と
も

に
現
行
本

に
相
当
す

る
個

所
が
あ

る
。

「
三
天
正
法

(経
)
」

の
類
か
ら

の
引
用
文

は
全
部

で
二
十

六
個
条
あ

る
が
、
現
行
本

に
相
当
す

る
個
所

の
あ
る
も

の
は
六
個
条

で
あ
る
。
相

当
す

る
個

条
も
完
全

に

一
致

す
る
も

の
は
少

な

い
。
相

当
す

る
引
用
文
が
少

な

い
と

い
う

こ
と

は
、
引
用

し
た
経
典

が
現
行
本

『三
天
正
法

経
』

よ
り
分
量

の
多

い
原
本
な
る
も

の
が
存
在

し
た
と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
か
。
以
下
、
引
用
文
相

互

の
関
係
を
考
察

し
、
結
論
を
導
け
れ
ば

と
考
え

る
。

『伝
授

三
洞
経
』

の

「
三
天
正
法
除
六
天
玉
文
」

と
他

の
経
典

の
引
用
文
と

の
関
係
を
考
察
す

る
。
こ

の
引
用
文

に
相
当
す
る
も

の
を
あ
げ

る
と
、

『秘

要
』

の
②

の

「
六
合
紫

房
」

は

「
秘
之

六
合
紫

房
」

(下
/

2

a
8
以

下
)

と
あ

り

一
致

す

る
。
⑥

の

「青
童

君

日
…
…
飛
空
也
」

は

「自
唐
之
後
、
得
文
乃
七
千
人
、
皆

得
駕
龍
飛
空
也
」

(下
/

2
b
4
以

下
)

に
相
当
す
る
。

『珠

嚢
』

の
②

は

「太

上
八
景
経
云
」
と
す

る
引
用
文

で
あ

る
が
、

「七
百
年
中
聴
得
三
天
」

(下
/

3
b

3
)
と

一
致
す

る
。
現
行
本

『三

天
正
法
経
』

に
も
同
内
容

の
あ
る
こ
と
を
前
述

し
た
が
、
字
句

は

こ
の
両
本

の
方

が

一
致

し

て
い
る
。

『七
籔
』

の
⑮

は

「
三
天
正
法
云
、
従
九
返

一
乃
入
道
」

の
短

い
引
用
文

で
あ

る
が
、
下
/

1

a
10
と
全

く

一
致
す
る
。

古
道
経

の
引

用
文

中

に

コ
一一天
正
法

曲
素
鳳
文
」

な
る
経
名

が
あ

る

(
『義
枢
』
①

、

『七
籔
』
④
⑦
⑧
⑯
)
。
許
家

の
入

々
が
師

の
楊
義

か

ら
受

け
た
も

の
、
と

い
う
内
容

の
も

の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に

い
う

「曲
素
鳳
文
」

は

「
除
六
天
之
文

」
と

い
か
な
る
関
係

に
あ
る

の
か
、
巻
下
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/

2
b
4
以
下

に

「高
上
玉
農
鳳
台
曲
素
上
経
云
」
と
あ

っ
て
、

そ

の
中
に

「
鳳
文
真
書
憂
楽
之
曲
玄
授
道
君
焉

」
と

い
う
。

こ
こ
で
は
検
討

す

べ
き
問
題

で
あ
る
こ
と
を
提
起
す

る
に
と
ど

め
る
。

『秘
要
』

『珠
嚢
』

『七
籔
』

の
共
通
す
る
引
用
文

に

つ
い
て
検
討
す
る
。

『珠
嚢
』

の
④
⑤
⑥

と

『七
籔
』

の
①
②
③

は
全
く
同
じ
引
用
文

で
、

『七
籔
』

が

『珠
嚢
』

か
ら
引
用
し
た
と
考
え

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。
文

字

の
相
違

は
多
少
あ

る
が
、
「
上
清

三
天
正
法
経
云
」

「又
云
」
「
又
云
」
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。

『秘
要
』
①

は
、
引

用
文

の
冒
頭

か
ら
二
十

七
行
ま

で
が
、

『珠
嚢
』

の
⑤
と

『七
籔
』
②

と

一
致

す

る
。
文
字

の
相
違

が
少

し
あ

る

の
み

で
あ

る
。
後
半

部
分

「
天
円
十

二
綱

…
…
六
合

冥

一
」

の
十

四
行
が

『珠
嚢
』
④

と

『七
籔
』
①

の
冒
頭
か
ら
十

五
行
と

一
致
す
る
。
こ
れ
ら
三
経

典

の
引
用
文

の

関
係
を
以
下
に
記
す
。

〈珠
嚢
〉

〈七
籔
〉

〈秘
要
〉

④

①

①

の
後
半
部
分

⑤

②

①

の
冒
頭
か
ら
二
十
七
行

⑥

③

こ
の
関
係

か
ら
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、

『秘
要
』

が
引
用

し
た

「
三
天
正
法
経
」
も

『珠
嚢
』
が
引
用
し
た
も

の
も
同
内
容

の
も

の
で
あ

っ

た

の
で
は
な
か

ろ
う

か
、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
三
本

の
引
用
が
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所
が
見
当
ら
な

い
こ
と
は
、

現
行
本

は
要

の
み
を
撰

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら

に
、

『伝
授

三
洞
経
』
と
も
互

い
に
相
当
す

る
個
所
が
見
当

ら
な

い
こ
と
は
、
原
本

と

も

い
え

る

『三
天
正
法
経
』

は
現
行
本

に
比

べ
て
大
部

の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
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以
上

の
考
察

の
結
果
を
ま
と
め

る
と
以

下

の
よ
う
な

こ
と
が

い
え
る
。

1

現
行
本

『三
天
正
法
経
』

は
、
古
道
経
が
引
用

し
た

『三
天
正
法
経
』
と

は
違

い
、
原
本

と
も

い
う

べ
き
経
典

が
存
在

し
て

い
た
こ
と

が
予
想

さ
れ
る
。
そ

の
証
拠
と
し

て
、
引
用
文

二
十
六
個
条

の
う

ち
、
現
行
本

に
相
当
す
る
も

の
が
六
個
条

し
か
な

い
こ
と
、
そ
れ
も
完

全

に

一
致
す

る
も

の
は
少
な

い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
相
当
す

る
引
用
文

中
、

『秘
要
』
④
と
現
行
本

の
関
係
を

み
る
と
、
現
行

本

が

『秘
要
』

の
引
用
文
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は

『秘
要
』

の
引
用
し
た

『洞
真

三
天
正
法
経
』

が
原
本

に
近
く
、
現
行
本

が

そ
れ
ら
を
引
用

し
た
と
も

い
え

る
。

い
ず

れ
に
し

て
も
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

の
成
立

の
時
期

が
問
題
と
な
る
。

『御
覧
』

の
引

用
文

二
個
条
が
す

べ
て
現
行
本
と

一
致
す

る
と

い
う

こ
と
も
考
え
合

わ
せ
る
必
要

が
あ

ろ
う

。

2

経
目
本

『三
天
正
法
経
』

の
名
称

「上
清
除
六
天
三
天
正
法
」

は
、

『真
詰
』

『秘
要
』

『七
籔
』

に
同
名

の
も

の
が
あ

る
。
経
名

の
み

む

で
あ
る
が
、

『七
籔
』

の

「
除
六
天
玉
文
三
天
正
法
」

は
引
用
文

の
あ

る
も

の
で
、
現
行
本

『三
天
正
法
経
』

に
相
当
す

る
個
所
が
あ
る
。

こ

の
引
用
文

「太
上

が
玉
文
を

下
し
、
遂

に
六
天

の
気
を
裁
り
、
更

に
三
天
正
法
を

出
す
」
か
ら
推
察

す
る
と
、

「除
六
天
三
天
正
法
」

の
呼
称
が

「除
六
天
」

の
部
分

が
省
略
さ
れ
て

「
三
天
正
法
」
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
み
る
べ
き

で
あ

ろ
う

。

3

各

引
用
文
か
ら
、
原
本
と
も

い
う

べ
き

『三
天
正
法
経
』

の
全
容
を
見

る
に
は
至
ら
な

い
が
、

い
か
な
る
内
容

の
も

の
で
あ

っ
た
か
は

推
測

で
き
よ
う

。
な
か

で
も

『秘
要
』

『珠
嚢
』

『七
籔
』

の
共
通
す
る
引
用
文

は
重
要
と

い
え

る
。
し
か
し
、

『伝
授

三
洞
経
』

の

「
三

天
正
法
除
六
天
玉
文
」
と

の
関
係
を
考
え

る
と
、
こ

の

「玉
文
」

な
る
も

の
が
中
心

で
あ

っ
て
、

『珠
嚢
』

『七
籔
』

は

「劫
運

(品
)
」

の
項

に
引
用

さ
れ

て

い
る

一
部
分

に
す
ぎ

な

い
と
も

い
え
る
。

4

問
題
と
し

て
残

る

の
は
、
名

称

の

「曲
素
鳳
文
」
と

「
除
六
天
之
文

」
と

の
関
係

、

『高
上
玉
農
鳳
台
曲
素

上
経
』

に

つ
い
て
考
察
す
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(
16

)

べ
き

で
あ

っ
た

こ
と

な
ど

で
あ

る
。
後

の
課

題
と

し

た

い
。

註(
1
)

『道
蔵
』
儀
字
号
、
第
七
六

}
冊
所
収
。
な
お
道
蔵
本

の
経
題
は

『洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
と
あ
り
、

『三
洞
奉
道
科
誠
儀
範
』

る
の
は
、
敦
煙

ペ
リ
オ
第

二
三
三
七
号

で
あ
る
。

(2
)

六
朝
期
道
教
上
清
派

の
経
典
研
究

に
関
す
る
拙
稿

は
以
下

の
と
お
り

で
あ
る
。

「道
教
上
清
派
の
経
典
目
録
考
ー

「上
清
経
三
十

一
巻
」
に
つ
い
て
ー

」
(『創
価
大
学
入
文
論
集
』
第
六
号
所
収
)

「黄
庭
経
考
-

内
景
玉
経

・
外
景
玉
経
の
関
係
を
中
心
に

」

(『創
価
大
学

一
般
教
育
部
論
集
』
第
十
八
号
所
収
)

「
『玉
清
隠
書
』
考
」

(
『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
七
号
所
収
)

「
『金
虎
真
符
』

『神
虎
玉
経
真
符
』
考
」

(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
八
号
所
収
)

「
『黄
庭
経
』
考
1
そ
の
二
ー
」

(『創
価
大
学

一
般
教
育
部
論
集
』
第
二
十
号
所
収
)

「
『金
真
玉
光
経
』
考
」

(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
九
号
所
収
)

「
『変
化
七
十
四
方
経
』
考
ー

侠
文
集
成
を
中
心
に
i

」
(
『創
価
大
学

一
般
教
育
部
論
集
』
第
二
十

一
号
所
収
)

「
『八
素
真
経
』
考
」

(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
十
号
所
収
)

「
『飛
歩
経
』

『飛
行
羽
経
』
考
」

(
『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
十

一
号
所
収
)

「
『陽
精
三
道
経
』
考
」

(『創
価
大
学

一
般
教
育
部
論
集
』
第
二
十
四
号
所
収
)

「
『九
真
中
経
』
考
」

(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
十
二
号
所
収
)

(
3
)

尾
崎
正
治

「
『太
上
三
天
正
法
経
』
成
立
考
」

(『東
方
宗
教
』
第
四
十
三
号
所
収
)
参
照
。

(
4
)

同
前

(
5
)

『道
蔵
』
安

・
定
字
号

(第
六
三
七

～
六
四
〇
冊
)
所
収
。
二
十
巻
。
梁

の
陶
弘
景

(四
五
六
～
五
三
六
)
編
修
。

(6
)

『道
蔵
』
叔

～
孔
字
号

(第
七
六
八
～
七
七
九
冊
)
所
収
。
百
巻
。
北
周
武
帝

の
勅
修
に
な
る
も

の
。

(7
)

『道
蔵
』
懐
字
号

(第
七
入
○
～
七
八
二
冊
)
所
収
。
十
巻
。
唐

の
王
懸
河
の
著
作
。

(8
)

『道
蔵
』
姑
字
号

(第
七
六
五
冊
)
所
収
。
唐

の
王
懸
河

の
撰
著
。

(9
)

『道
蔵
』
諸
字
号

(第
七
六
二

・
三
冊
)
所
収
。
孟
安
排
集
。
成
立
七
〇
〇
年
ご
ろ
。

(10
)

『道
蔵
』
騨
字
号

(第
九
九
〇
冊
)
所
収
。
末
尾

に

「大
唐
先
年
元

(七

一
三
)
年
、
…
…
大
清
観
道
士
張
万
福
謹
記
」
と
あ
る
。

と
命
名
す



(11
)

『道
蔵
』
寒
字
号

(第
三
八

・
三
九
冊
)
所
収
。
宋

の
陳
景
元
集
註
。

(12
)

『道
蔵
』
学

～
常
字
号

(第
六
七
七
～
七
〇
二
冊
)
所
収
。
百
二
十
巻
。
張
君
房
集
。
唐
以
前

の
古
道
経

に
依
る
所
が
多
く
、

『秘
要
』
と
と
も

に
道

教
研
究

の
重
要
資
料

で
あ
る
。

(13
)

『道
蔵
』
位
字
号

(第

一
九
二
冊
)
所
収
。
青

・
白

・
緯

・
黒

・
黄
巻
訣
各

一
巻
。

(14
)

千
巻
。
北
宋
太
平
興
国
二

(九
七
七
)
年

に
李
防
等
十
四
人
が
勅
を
奉
じ

て
撰
し
、
同
八

(九
八
三
)
年
に
成
る
。

(
15
)

『道
蔵
』
満
字
号

(第
八
七
六
冊
)
所
収
。
巻
上
/
5
b
7
以
下
。

(16
)

拙
稿

「
三
天
正
法
曲
素
鳳
文
」
考

(
『中
国
学
研
究
』
第
二
十
号
所
収
)

『三天正法経』考97


